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組
合
の
訓
練
校
（
山
口
建
設
高
等
職
業
訓
練
校
・
木
造
建
築
科
）
は
３
月
23
日
に

学
科
、
３
月
30
日
に
実
技
の
修
了
試
験
で
あ
る
「
技
能
照
査
」
を
実
施
し
、
全
員
が

合
格
。
そ
の
後
、
指
導
員
の
参
加
の
も
と
修
了
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
７
人

は
、
訓
練
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
の
場
で
発
揮
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
訓

練
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
き
っ
と
活
か
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
修

了
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
を
述
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
２
０
１
７
県
内
進
学
・

仕
事
魅
力
発
信
フ
ェ
ア
in

や
ま
ぐ
ち
」
が
２
月
15
日
、

維
新
百
年
記

念
公
園
ス

ポ
ー
ツ
文
化

セ
ン
タ
ー
で

イ
ス
を
行
う

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
県
内

の
大
学
や
専
門
学
校
、
さ

ら
に
は
仕
事

や
企
業
の
魅

力
を
伝
え
、

山
口
県
の
魅

力
を
再
認
識

し
て
も
ら
う

こ
と
に
よ
り
、

人
材
の
育
成

及
び
地
域
の

活
性
を
担
う

若
者
の
県
内

定
住
促
進
を

図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

県
内
の
高

校
１
年
生
・

２
年
生
を
対

象
に
行
わ
れ
、

建
設
山
口
は

主
催
者
側
の

依
頼
を
受
け
、

中
建
国
保
の

　
安
定
運
営
を

3/30本部会館で（後列は指導員）

大工志望の女子生徒2人（手前）にアドバイス

ハガキ要請

■
足
場
の
組
立
等
作
業

主
任
者
技
能
講
習
会

〔
日
時
〕
７
月
24
日
㈪

	
 

７
月
25
日
㈫

両
日
と
も
８
時
50
分
か

ら
午
後
５
時

〔
場
所
〕
建
設
山
口
会
館

〔
〆
切
〕
７
月
７
日
㈮

〔
受
講
料
〕
５
千
円

〔
テ
キ
ス
ト
代
〕

　

１
，３
０
０
円
（
建
設

山
口
組
合
員
は
５
０
０

円
に
な
り
ま
す
）。
詳
し

く
は
所
属
の
支
部
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

仕
事
紹
介
コ
ー
ナ
ー
の

「
大
工
職
種
」
に
本
部
の

小
林
書
記
長
と
美
祢
支

部
の
町
田
夕
貴
（
大
工
・

28
）
さ
ん
が
魅
力
を
伝

え
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
企
業
紹
介
、
仕

事
体
験
、
仕
事
紹
介
、
学

校
紹
介
、
進
学
相
談
の
各

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
置
さ

れ
、
幅
広
い
職
種
・
学
校

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４

時
の
間
、
県
内
各
地
か
ら

高
校
生
が
次
々
と
訪
れ
る

中
、
大
工
の
話
を
聞
き
に

き
た
高
校
生
は
計
23
人

（
う
ち
女
性
６
人
）。
大
工

の
若
年
労
働
者
が
減
少
し

て
い
る
な
か
、「
や
っ
ぱ

り
大
工
が
気
に
な
っ
て
」

と
、
昨
年
に
引
き
続
き

ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
男
子
生

徒
や
、
大
工
を
志
す
女
子

生
徒
も
訪
れ
、
将
来
の
後

継
者
候
補
に
よ
き
ア
ド
バ

浅
田
　
朋
和
（22）

　

こ
の
訓
練
校
で
い
ろ
ん

な
人
と
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
工
以
外
の
知
識

も
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

勝
岡
　
拓
巳
（20）

　

最
後
の
技
能
照
査
の
踏

み
台
作
り
は
楽
し
か
っ
た

で
す
。
学
科
は
と
て
も
難

し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
学
校
で
学
ん
だ
こ

と
を
現
場
で
活
か
せ
る
よ

う
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

重
岡
　
利
昌
（40）

　

手
作
業
で
製
作
す
る
こ

と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
た

２
年
間
で
し
た
。

　

建
築
士
の
勉
強
も
き
っ

か
け
を
い
た
だ
い
た
の

で
、
ま
ず
は
２
級
の
合
格

を
目
指
し
て
勉
強
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
繋

が
り
な
ど
、
新
た
な
出
会

い
も
あ
り
と
て
も
身
に
な

る
２
年
間
で
し
た
。

岩
本
　
和
幸
（30）

　

と
て
も
良
い
経
験
が
出

来
ま
し
た
。間
違
い
な
く
、

こ
こ
で
の
事
は
仕
事
で
活

か
さ
れ
て
い
る
の
で
と
て

も
助
か
り
ま
す
。

　

も
う
１
年
ぐ
ら
い
勉
強

し
た
か
っ
た
で
す
。

藤
野
　
麻
美
（34）

　

知
ら
な
い
こ
と
が
多
く

て
、
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
現
寸
図
を

書
く
の
に
と
て
も
苦
労
し

ま
し
た
。

　

学
ん
だ
こ
と
を
仕
事
に

し
っ
か
り
活
か
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

桑
見
　
裕
之
（35）

　

製
図
な
ど
普
段
現
場
で

で
は
学
べ
な
い
こ
と
が
学

べ
て
大
変
自
分
の
た
め
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
踏
み
台
が
う
ま

く
作
れ
な
か
っ
た
の
が
残

念
で
す
。

刀
祢
　
孝
志
（38）

　

長
い
よ
う
で
短
い
２
年

間
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
分

か
ら
な
い
こ
と
が
学
べ
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

訓
練
校
に
学
び
に
こ
れ

て
よ
か
っ
た
と
今
で
は

思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
ハ
ガ

キ
要
請
行
動
は
、
全
建

総
連
全
体
で
２
６
８
万

７
５
３
５
枚
（
建
設
山

口
は
５
万
７
８
９
７
枚
）

を
投
函
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

平
成
29
年
度
の
建
設
国

保
組
合
に
対
す
る
補
助

額
は
、
現
行
補
助
水
準

を
確
保
で
き
る
見
通
し

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
予
算
に

向
け
て
は
、
例
年
行
わ

れ
る
８
月
末
の
概
算
要

求
を
前
に
現
行
補
助
水

準
を
確
保
す
る
た
め
、

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
を
行

い
ま
す
。こ
の
運
動
は
、

次
年
度
の
国
保
組
合
の

安
定
運
営
を
支
え
る
だ

け
で
な
く
、
医
療
保
険

制
度
の
中
の
国
保
組
合

制
度
を
将
来
に
渡
っ
て

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

毎
年
の
運
動
に
な
り

ま
す
が
、
建
設
山
口
は

組
織
人
員
の
２
倍
を
目

標
に
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
御
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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将
来
の
後
継
者
育
成
を

　

中
建
国
保
加
入
者
の

方
で
、
個
人
事
業
所
か

ら
新
た
に
法
人
事
業
所

を
設
立
さ
れ
た
際
は
、

今
ま
で
加
入
さ
れ
て
い

た
国
民
年
金
か
ら
厚
生

年
金
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
期
間
は
法
人

設
立
日
か
ら
原
則
14
日

以
内
と
な
り
ま
す
。
短

い
期
間
で
す
の
で
、
御

注
意
く
だ
さ
い
。

　

14
日
を
超
え
る
と
中

建
国
保
の
資
格
を
失
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

法
人
設
立
の
予
定
が
あ

る
方
は
事
前
に
各
支
部

へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
人
事
業
所
で

従
業
員
を
新
た
に
雇
う

場
合
も
雇
用
日
か
ら
原

則
14
日
以
内
に
手
続
き

を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
元
請
や
ゼ
ネ

コ
ン
か
ら
の
誤
っ
た
情

報
で
、
半
ば
強
制
的
に

法
人
化
や
協
会
け
ん
ぽ

へ
移
行
さ
れ
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
中
建
国
保
加
入
は
、

協
会
け
ん
ぽ
加
入
と
同

等
の
扱
い
」
と
な
り
ま

す
。
元
請
な
ど
か
ら
強

要
さ
れ
た
場
合
に
は
、

本
部
も
し
く
は
、
お
入

り
の
支
部
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。 法人設立の前に

組合へご連絡を

「2017　県内進学
仕事魅力発信フェア
　　　in やまぐち」

『大工が　　 　　　　
　気になって…』
高校生が続々と

魅
力
伝
え
て

ア
ド
バ
イ
ス

学
ん
だ
２
年
間
・
実
践
の
場
へ

７人卒業・山口建設高等職業訓練校
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職　種
山口県

H28.2 H29.2 増加額
1 大 工 20,100 20,700 600
2 左 官 18,700 19,200 500
3 と び 工 20,400 21,000 600
4 型 枠 工 18,800 19,300 500
5 鉄 筋 工 19,600 20,100 500
6 鉄 骨 工 18,700 19,200 500
7 電 工 17,400 17,800 400
8 配 管 工 17,100 17,500 400
9 板 金 工 19,800 20,400 600
10 塗 装 工 17,900 18,400 500
11 内 装 工 20,100 20,700 600
12 サッシ工 18,400 18,900 500
13 ガラス工 19,200 19,700 500
14 タイル工 18,400 19,200 800
15 溶 接 工 19,600 20,100 500
16 建 具 工 16,400 16,900 500
17 造 園 工 16,800 17,200 400

　

３
月
13
日
、
建
設
山
口

は
、
吉
村
委
員
長
を
は
じ

め
代
表
９
人
が
参
加
し
、

建
設
安
全
対
策
等
の
強
化

等
を
求
め
、
山
口
労
働
局

交
渉
を
実
施
。
労
働
局
側

か
ら
は
、
橋
本
主
任
地
方

労
働
基
準
監
察
監
督
官
ほ

か
10
人
が
対
応
し
ま
し
た
。

　

安
全
衛
生
対
策
の
強
化

で
は
、「
公
共
工
事
に
お
い

て
は
安
全
衛
生
に
関
す
る

経
費
を
盛
り
込
む
よ
う
、

毎
年
要
請
し
て
い
る
」。
手

間
請
の
労
働
者
の
範
囲
で

も
「
労
働
者
性
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
れ
ば
適
用
に
な

る
が
、
な
い
と
さ
れ
れ
ば

保
険
の
趣
旨
か
ら
適
用
が

な
い
。
特
別
加
入
を
す
す

め
て
ほ
し
い
」
等
、
従
来

の
回
答
と
同
様
で
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
工
事
従
事

者
の
安
全
及
び
健
康
の
確

保
の
推
進
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
今
後
、

都
道
府
県
単
位
で
事
業
計

画
の
策
定
が
進
ん
で
い
く

予
定
で
す
。「
都
道
府
県
単

位
で
事
業
計
画
策
定
の
際

は
労
働
者
側
の
代
表
も
加

え
る
よ
う
に
」
と
の
新
た

な
要
望
も
行
い
ま
し
た
。

６
市
１
町
で

新
た
な
要
望
も

　
　

安
全
対
策 

積
極
的
に

取
組
の
必
要
性
　
年
々
と

賃金引上げの機運づくりを

継
続
的
な
運
動
の
成
果

各支部代表者学習会を開催
　
「
賃
金
・
単
価
引
き

上
げ
、
法
定
福
利
費
確

保
！　

建
設
山
口
各
支

部
代
表
者
学
習
会
」
を

３
月
10
日
に
建
設
山
口

本
部
会
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
は
じ
め
に
吉
村

執
行
委
員
長
が
「
賃
金

引
き
上
げ
に
向
け
、
こ

の
学
習
会
を
ス
タ
ー
ト

に
全
体
で
取
り
組
ん
で

い
こ
う
」と
あ
い
さ
つ
。 　

続
い
て
小
林
書
記
長

か
ら
「
基
調
報
告
」
と

「
賃
金
実
態
調
査
」
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、「
事
業
主
は
少
し

で
も
上
げ
る
努
力
を
。

労
働
者
も
上
げ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
双
方
が
努

力
す
る
こ
と
が
一
番
重

要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
建
総
連

の
方
針
に
基
づ
き
、
建

設
山
口
の
今
後
の
取
組

（
案
）
を
協
議
。
賃
金

引
き
上
げ
に
向
け
た
組

織
内
の
機
運
づ
く
り
を

積
極
的
に
進
め
る
こ
と

を
柱
と
し
た
取
組
内
容

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
に
は
支
部
代

表
36
人
が
参
加
。
全
建

総
連
の
「
の
ぼ
り
旗
５

種
類
」
と
「
チ
ラ
シ
」

を
全
支
部
で
活
用
し
な

が
ら
、
組
織
内
の
機
運

づ
く
り
を
高
め
て
い
く

こ
と
を
最
重
点
に
、
今

後
の
賃
金
引
き
上
げ
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

平
成
29
年
３
月
か
ら

の
山
口
県
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
（
５
年

連
続
引
上
げ
）。
組
合

員
の
皆
さ
ん
、
標
準
見

積
書
を
活
用
し
、
賃
金

引
き
上
げ
を
目
指
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｈ29年度 雇用保険料率
引き下がりました

　

組
合
で
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
相
談
会
を
独
自

に
実
施
し
て
い
な
い
各
支

部
に
対
し
て
、
本
部
か
ら

相
談
員
が
出
向
き
、
決
算

書
や
申
告
書
作
成
の
お
手

伝
い
を
す
る
取
組
を
継
続

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
３
日
の
岩
国
会
場

を
皮
切
り
に
、
独
自
開
催

支
部
を
含
め
、
19
会
場
で

実
施
。
合
計
２
３
６
人
の

相
談
者
が
あ
り
ま
し
た
。

内
訳
は
、
白
色
申
告

１
３
０
人
、
青
色
申
告
91

人
、
給
与
15
人
で
し
た
。

　
「
申
告
書
を
一
通
り
作

成
は
し
た
が
、
確
認
を
し

て
も
ら
い
た
い
」「
減
価
償

却
の
計
算
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
欲
し
い
」
な
ど
、
相
談

内
容
も
様
々
で
す
。

　

来
ら
れ
る
方
も
、
今
年

初
め
て
確
定
申
告
を
さ
れ

る
方
か
ら
、
毎
年
参
加
さ

れ
る
方
ま
で
お
ら
れ
、
こ

の
取
組
の
必
要
性
を
年
々

感
じ
て
い
ま
す
。
消
費
税

の
相
談
も
受
け
、
本
則
課

税
４
件
、
簡
易
課
税
17
件

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

山口労働局交渉
代表９人が参加

お知らせ

　
「
雇
用
保
険
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
が
国

会
で
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
平

成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の

雇
用
保
険
料
率
が
引
き
下

げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
失
業
等

給
付
の
雇
用
保
険
料
率
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
労
働
者

負
担
・
事
業
主
負
担
と
も

千
分
の
一
ず
つ
引
き
下
が

り
ま
す
（
建
設
の
事
業
は

千
分
十
四
か
ら
千
分

十
二
、一
般
の
事
業
は
千
分

十
一
か
ら
千
分
の
九
）。

　

現
在
、
社
会
保
険
未
加

入
対
策
の
関
係
も
あ
り
、

雇
用
保
険
を
含
め
、
社
会

保
険
の
加
入
に
つ
い
て
、

現
場
で
確
認
が
強
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
事
業
主
の
皆

さ
ん
は
、
雇
用
保
険
に
加

入
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
し
ま
す
。な
お
、詳
細
は
、

厚
生
労
働
省
の
Ｈ
Ｐ
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

建
設
山
口
で
は
、
平
成

21
年
度
か
ら
地
域
で
の
仕

事
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な

が
る
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
」
の
創
設
を
求

め
、
県
下
全
自
治
体
（
13

市
６
町
）
へ
の
要
請
行
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
元
の

建
設
業
者
に
依
頼
し
て
行

う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対

し
、
自
治
体
が
独
自
に
補

助
す
る
制
度
で
平
成
29
年

度
（
４
月
現
在
）
は
、
６

市
１
町
で
創
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

対
象
工
事
や
助
成
割
合

は
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な

り
、
地
域
限
定
の
商
品
券

を
補
助
す
る
自
治
体
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

各
自
治
体
の
担
当
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

該
当
地
域
の
組
合
員
の

み
な
さ
ん
、
仕
事
対
策
と

し
て
積
極
的
な
御
活
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

組
合
と
し
て
は
、
制
度

継
続
の
必
要
性
も
訴
え
な

が
ら
、
引
き
続
き
、
今
年

度
も
県
下
自
治
体
へ
の
要

請
行
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m

mmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm

mmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m

住宅リフォーム助成制度の活用を

今後の取組方針を確認

吉村委員長が現場実態を訴える（3/13）

様々な相談内容に対応して

申告相談会
19会場 236人

Ｈ29・４月現在
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登
山
靴

13

久光　義秋（光・大工 67）

鳳凰三山
（山梨県）

支部 平成29年３月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 77 − 8
阿　武 24 2
岩　国 1,715 61
宇　部 1,636 9
小野田 564 9
吉　南 986 46
下　松 1,034 112
熊毛南 268 12
下　関 1,272 − 32
徳　山 750 17
豊　浦 172 5
長　門 192 − 4
萩 189 − 1
光 249 10
防　府 907 37
美　祢 178 − 6
山　口 1,041 11
柳　井 410 13

計 11,664人 293

「
入
学
祝
金
」
の
申
請
受
付
中
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私
達
は
甲
府
駅
か
ら

南
ア
ル
プ
ス
林
道
を
走

る
バ
ス
に
乗
る
。
多
く

の
登
山
客
と
リ
ュ
ッ
ク

で
満
室
状
態
。
８
割
の

登
山
者
は
広
河
原
か
ら

白
峰
三
山
に
登
る
、
各

地
か
ら
集
ま
っ
た
山
好

き
の
顔
だ
。
夜
叉
神
峠

登
山
口
で
バ
ス
を
降
り

今
夜
の
宿
、
夜
叉
神
峠

小
屋
で
旧
知
の
夫
妻
を

待
つ
。
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
が

て
い
る
。
岩
の
頂
に
は

立
て
な
い
が
大
岩
の
付

け
根
ま
で
登
り
、
手
を

合
わ
す
。
地
蔵
岳
で
鳳

凰
三
山
は
終
わ
り
だ
が
、

甲
斐
駒
ケ
岳
へ
と
北
西

に
稜
線
は
続
く
。
高
嶺

の
岩
塊
を
後
に
白
鳳
峠

か
ら
林
道
を
下
る
。
広

河
原
の
バ
ス
停
で
後
続

夫
妻
を
待
ち
全
員
無
事

下
山
と
な
る
。
そ
の
日

の
夜
は
、
友
達
夫
妻
の

家
で
思
い
出
話
に
花
が

咲
き
、
再
会
を
喜
び
語

り
合
う
。「
鳳
凰
三
山
」

名
前
に
ふ
さ
わ
し
い
名

山
で
あ
っ
た
。

咲
く
小
屋
に
着
く
と
白

峰
三
山
の
素
晴
ら
し
い

眺
め
、
北
岳
、
間
ノ
岳
、

農
鳥
岳
の
秀
峰
に
魅
了

さ
れ
る
。

　

翌
朝
は
朝
日
に
照
ら

さ
れ
た
三
峰
が
モ
ル
ゲ

ン
ロ
ー
ト
に
輝
い
て
い

た
。
三
山
の
薬
師
岳

（
２
７
８
０
ｍ
）
ま
で
約

６
時
間
の
登
り
、
10
月

の
初
旬
だ
が
稜
線
は
小

雪
が
舞
う
。
山
の
天
候
は

祈
る
し
か
な
い
。
最
高
峰

観
音
岳
（
２
８
４
０
ｍ
）

で
一
休
み
し
て
後
続
の

夫
妻
と
合
流
。
観
音
岳

の
ザ
レ
場
を
過
ぎ
る
と

オ
ベ
リ
ス
ク
（
地
蔵
仏
）

が
現
れ
る
。
地
蔵
岳
は

オ
ベ
リ
ス
ク
で
人
気
の

高
い
峰
だ
。

　

早
速
オ
ベ
リ
ス
ク
の

岩
峰
に
取
り
付
く
が
近

年
は
聖
域
と
し
て
崇
め

ら
れ
登
攀
禁
止
に
な
っ

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

夜叉神峠からみる白峰三山

　

平
成
27
年
７
月
１
日
か

ら
、
労
働
安
全
衛
生
規
則

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
足

場
の
組
立
て
等
の
作
業
に

従
事
す
る
者
は
、
特
別
教

　

建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
、
平
成
29
年
３
月
末
現

在
、
１
万
１
６
６
４
人
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
28
年

度
の
１
年
間
を
み
る
と
、

加
入
し
た
仲
間
は

１
１
２
４
人
（
前
年
度
比

１
２
９
人
増
）、
脱
退
し
た

仲
間
は
８
３
１
人
（
前
年

度
比
１
０
１
人
増
）
と
な

り
、
１
年
間
で
２
９
３
人

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
４
年
連
続

で
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
部
別
に
見
る
と
、
18

支
部
中
13
支
部
が
組
織
人

員
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

　

組
織
が
大
き
く
な
れ

ば
、
仲
間
の
要
求
を
実
現

す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
仲

間
を
組
合
に
迎
え
入
れ
ま

し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
の
組

織
拡
大
に
向
け
た
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

育
の
受
講
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
（
足
場
の
組

立
て
等
作
業
主
任
者
技
能

講
習
修
了
者
、
と
び
に
係

る
１
級
ま
た
は
２
級
の
技

能
検
定
合
格
者
を
除
く
）。

　

こ
の
特
別
教
育
は
、
２

年
間
の
猶
予
が
あ
り
、
平

成
27
年
７
月
１
日
時
点
で
、

足
場
の
組
立
て
等
の
作
業

に
従
事
し
て
い
る
者
は
今

年
の
６
月
30
日
ま
で
に
受

講
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

特
別
教
育
を
受
講
せ
ず
、

今
年
の
７
月
１
日
以
降
も

継
続
し
て
作
業
に
就
い
て

い
た
場
合
は
、
安
全
衛
生

法
第
59
条
３
項
違
反
と
し

て
事
業
主
と
本
人
に
罰
則

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
脚
立
足
場
も
特
別

教
育
の
受
講
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

未
受
講
の
方
は
、
建
設

業
労
働
災
害
防
止
協
会
が

５
月
19
日
に
山
陽
小
野
田

市
、
６
月
16
日
に
山
口
市

で
特
別
教
育
（
３
時
間
講

習
、
平
成
27
年
７
月
１
日

時
点
で
従
事
し
て
い
る
も

の
対
象
）
を
開
催
予
定
で

す
の
で
、
至
急
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止

協
会
山
口
県
支
部

　

電
話　

０
８
３
―
９
２

４
―
３
７
４
３

　

建
設
山
口
の
組
織
内
共

済
で
は
、
小
学
校
入
学
・

中
学
校
入
学
の
子
ど
も
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
組
合

員
さ
ん
を
対
象
に
入
学
祝

金
を
支
給
し
て
い
ま
す（
一

部
の
支
部
を
除
く
）。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
お

入
り
の
支
部
に
あ
り
ま
す

共
済
金
支
給
申
請
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

添
付
書
類
（
組
合
員
の
お

子
さ
ん
と
分
か
る
も
の
。

健
康
保
険
証
の
写
し
や
住

民
票
の
写
し
な
ど
）
を
添

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
月
の
翌
月
末
ご
ろ

に
お
入
り
の
支
部
を
通
じ

て
、
入
学
祝
金
を
お
渡
し

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
小
学
校
入
学
祝

金
は
１
万
円
、
中
学
校
入

学
祝
金
は
５
千
円
で
す
。

４
月
の
時
点
で
組
合
員
で

あ
り
、
４
月
分
の
組
合
費

を
納
入
さ
れ
て
い
る
方
に

限
り
ま
す
。
原
則
と
し
て
、

６
ヶ
月
以
内
の
申
請
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま

だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
お
早
め
に
お
入
り
の

支
部
を
通
じ
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

夢
中
に
な
る
姿
が

ほ
ほ
え
ま
し
い

　
　

吉
南　

上
山　

美
穂

（
パ
ー
ト
）

　

工
作
好
き
の
年
長
、
小

２
の
子
供
が
「
ダ
ン
ボ
ー

ル
が
い
る
」
と
お
店
で
ダ

ン
ボ
ー
ル
を
も
ら
い
、
車

作
り
や
お
店
屋
さ
ん
ご
っ

こ
に
夢
中
。

　

切
っ
た
り
貼
っ
た
り
し

て
い
る
姿
が
ほ
ほ
え
ま
し

い
で
す
。

中
学
校
生
活
頑
張
っ
て

　
　

山
口　

原
田　

美
恵

（
主　

婦
）

　

こ
の
３
月
に
長
男
が
小

学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

す
っ
か
り
大
き
く
な
っ
た

姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

中
学
校
生
活
も
頑
張
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

息
子
と
縄
跳
び
対
決

　
　

吉
南　

片
山　

範
明

（
土　

木
）

　

小
２
の
息
子
と
二
重
跳

び
対
決
を
し
て
勝
っ
た
。

　

翌
日
、
息
子
が
猛
練
習

し
て
自
分
の
記
録
を
超
え

て
き
た
。

　

今
は
ハ
ヤ
ブ
サ
を
練
習

し
て
い
る
息
子
。
頑
張
れ
。

脚立単体では足場に該当しないが、
足場板を掛け渡すと足場に該当

足
場
の
特
別
教
育

　
　
　
猶
予
期
日
迫
る

４年連続増員

さらなる拡大を

加入年齢（歳）　積立期間（年）　払 込 金 額　 一  時  金
10年確定
年金（月額）

10年保証期間
付 終 身 年 金
（男性月額）

55歳         10        2,400,000   2,473,700     21,600         12,100

55歳         10        1,000,000   1,099,500    【9,600】        【5,400】

年金共済まごころ
月々5,000円から老後の
ゆとりを育ててみませんか？
月々5,000円から老後の
ゆとりを育ててみませんか？

①全建総連の組合員のための年金共済制度。
月払・１口5,000円から20口10万円まで（掛
金見直しも可能）。

②掛金は、毎月26日に自動引落。
③月払い加入者は１口10万円単位で「一時払積

増」が可能【年２回】。
④一部引き出し可能。
⑤67歳まで加入ができ、

60～70歳の間で、年金ま
たは一時金での選択。

加入モデルケース加入モデルケース
■月４口（20,000円）で加入した場合

■一時払積増10口（100万円）を積増した場合

※この金額は、2017年現在のものです。将来の受取額をお約束するもの
　ではなく、現在の利回りが続いた場合であり、下回る場合もあります。

Ａ：現在、予定利率・年1.26％となってい
ますが、将来変更される場合があります。

Ａ：保険料は、一般の生命保険
料控除の対象で、年金で受け取
るときや一時金で受け取るとき
は、課税対象となります。

Ｑ＆ＡＱＱＱＱＱ＆＆＆＆＆＆＆＆ＡＡＡＡＱ＆Ａ

ま
ご
こ
ろ
の
特
徴 所属組合または全建総連年金共済事業本部

〒169-8650 東京都新宿区高田馬場２－７－15  TEL 03－3200－6221
お問合せ ▼ホームページにアクセス

http://1bb.jp/kyosai/magokoro/

※事務手数料や、保険会社の事務手数料の関係
　で、元本割れ期間があります。

Ｑ１ 利回りはどうなっているの？Ｑ１ 利回りはどうなっているの？

Ｑ２ 税務上の扱いは？Ｑ２ 税務上の扱いは？

建設山口
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熊毛南　脇村　克則
（畳工・63）

侍

脇村さん

　日本人って、侍ジャパ
ン・侍ブルー　侍が好きで
すね。
　記事を書いている今も、ワー
ルドベースボールクラシックなる
世界一を決める試合が始まっていま
す。アメリカに負けてしまい残念! !
　普段、野球中継をあまり見ません
が、日本ＶＳ他の国となると何故か熱
心な野球ファンに豹変して応援。俄か
野球解説者になってしまいます。
　また、サッカーのワールドカップ
予選にしても然り、Ｊリーグの試合
を見たこともなく、順位など分から
ない私ですが、日本代表の試合とな
ると物凄く本気モードに突入！

　夜の中継も、眼をこすり
ながら睡魔と戦い観戦、熱烈
応援しています。

　何故でしょうか？テレビのワイ
ドショーでも取り上げ、大いに盛り
上げてアナウンサーも解説者もテン
ションハイに、声をからして放送し
ています。
　日本が良い結果を出せなくても、
「次こそ大丈夫！」だと・・・。
　侍日本！やります・勝ちます。納
得して見ている私がいます。
　日本人は、やっぱり日本が大好き
なのだなと思える一面でもありま
す。私は、日本代表の試合が楽しみ
であり、一生懸命応援しています。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
鳥
や
獣
を
と
る
仕
掛
け
。

英
語
で
は
ト
ラ
ッ
プ
。

③
貝
の
殻
を
借
り
て
住
む
。

⑥
い
か
に
も
本
当
ら
し
く

見
せ
か
け
る
こ
と
。
い

ん
ち
き
。

⑧
腰
掛
け
。
大
臣
の
○
○
。

⑨
人
の
下
に
つ
い
て
働
く

こ
と
。

⑩
出
る
○
○
は
打
た
れ
る
。

⑪
落
語
・
漫
才
な
ど
の
演

芸
場
。

⑬
す
っ
ぽ
ん
と
比
べ
ら
れ

る
。

⑮
運
の
良
い
こ
と
。
宝
く

じ
が
当
た
る
。

⑰
辛
口
の
反
対
。
○
○
○

○
の
酒
。

⑲
い
な
り
寿
司
が
好
き
な

動
物
。

⑳
○
○
の
延
べ
棒
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
背
広
の
す
ぐ
下
に
着
る

も
の
。

②
侍
ジ
ャ
パ
ン
メ
ン
バ
ー

で
、
日
本
ハ
ム
の
主
砲
。

○
○
○
翔
。

③
女
王
卑
弥
呼
が
お
さ
め

た
国
。

④
陸
と
陸
と
の
狭
い
海
。

対
馬
○
○
○
○
○
。

⑤
森
や
林
の
動
物
。
枝
の

上
に
巣
を
作
り
ま
す
。

⑦
ラ
ク
ダ
に
乗
っ
て
旅
を

す
る
。

⑫
都
を
他
の
地
へ
移
す
こ

と
。

⑭
大
気
の
圧
力
。
○
○
○

が
高
い
。

⑯
気
が
弱
く
、
遠
慮
深
い

性
質
。

⑱
形
だ
け
似
た
動
作
を
す

る
。◆◆

◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
６
月
30
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
278
号
解
答
◇

　

ハ
ル
イ
チ
バ
ン

〈
当
選
者
〉【
岩
国
】
中
次

栄
史
【
宇
部
】
吉
川
博
・

秋
田
宗
貴
【
小
野
田
】
福

田
清
【
吉
南
】
岡
本
英
貴
・

中
谷
俊
之
・
山
田
一
乗【
下

松
】
坂
本
幸
績
【
熊
毛
南
】

牛
嶋
章
博
【
防
府
】
末
永

浩

（
応
募
総
数
41
）

住　　所：防府市天神 1丁目 6-30
	 コスモビル 1階
電　　話：0835-20-2088
営業時間：18：00〜 24：00
	 （ラストオーダー 23：00）
店 休 日：水曜日

山
口
の
食
材
を
愉
し
む
大
人
の
隠
れ
家

▶
鶏
庵
コ
ー
ス
３
０
０
０
円
（
税
抜
）

　【
防
府
・
馬
越
直
二
郎

（
電
気
工
・
45
）】
日
本
三

大
天
満
宮
の
一
つ
防
府
天

満
宮
の
南
に
あ
り
、
防
府

駅
か
ら
も
近
い
お
店
「
焼

き
鳥
と
水
炊
き
の
酒
場　

鶏
庵
―T

O
R
IA
N

―
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

場
所
は
コ
ス
モ
ビ
ル
１

階
の
１
番
奥
に
あ
り
、
知

る
人
ぞ
知
る
隠
れ
家
的
な

所
に
あ
り
ま
す
。
屋
号
の

看
板
は
、
店
主
の
親
交
の

あ
る
新
日
本
プ
ロ
レ
ス
小

島
聡
選
手
が
書
か
れ
た
と

の
こ
と
、
時
々
プ
ロ
レ
ス

ラ
ー
も
来
ら
れ
る
み
た
い

で
す
。

　

店
内
は
カ
ウ
ン
タ
ー
13

名
、
テ
ー
ブ
ル
５
名
の
席

と
な
り
、
備
長
炭
の
香
り

と
共
に
長
州
ど
り
の
焼
鳥

が
楽
し
め
ま
す
。
来
た
人

が
必
ず
注
文
さ
れ
る
、
と

ろ
レ
バ
ー
・
し
っ
と
り
さ

さ
み
が
看
板
メ
ニ
ュ
ー
で
、

ま
た
店
主
が
博
多
で
修
業

し
た
本
場
の
絶
品
水
炊
き

も
あ
り
、
ス
ー
プ
は
こ
だ

わ
っ
て
自
店
で
仕
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
白
濁
し
た
コ

ラ
ー
ゲ
ン
た
っ
ぷ
り
の

ス
ー
プ
が
女
性
に
と
て
も

人
気
で
す
。

　

地
酒
も
多
数
取
り
揃
え

て
お
り
、
カ
ッ
プ
ル
、
女

子
会
、
ご
家
族
連
れ
、
気

軽
に
一
人
で
も
利
用
で
き
、

店
主
と
の
プ
ロ
レ
ス
談
議

作・斉藤達夫

新茶の味

こ
の
四
つ
が

お
茶
の
味
を

決
め
る
ん
じ
ゃ

な
る
ほ
ど

我
家
の
定
番

「
玄
米
茶
」

馥
郁
た
る

「
香
り
」

仄
か
な

「
甘
み
」

お
徳
用
袋

増
量
タ
イ
プ
ね

程
の
よ
い

「
苦
み
」に

サ
ッ
パ
リ
し
た

「
渋
み
」

ふ
く
い
く

ほ
の

げ
ん
ま
い 

ち
ゃ

　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それぞ
れに「愛○」の○には色々なことが考えられ
ると思います。組合員の皆さん、「愛○」の○
を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写真
を建設山口教宣部まで送付してください。投
稿をお待ちしています。

　あわせて、新たに「お気に入りの場所」の
原稿も募集します。ご自分のお気に入りの場
所で、皆さんにもおすすめの場所についてお
書きください。
　こちらの記事にも写真を添えて、建設山口
教宣部までお送りください。よろしくお願い
します。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中

で
楽
し
く
お
い
し
く
飲
め

ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
今

年
で
３
周
年
に
な
り
ま
す

が
、
平
日
で
も
賑
わ
っ
て

い
る
の
で
予
約
し
て
来
店

さ
れ
る
の
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
店
主
こ
だ
わ
り

の
焼
鳥
と
水
炊
き
を
ご
賞

味
下
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
の
６
月
１

日
～
６
月
30
日
ま
で
は
、

来
店
時
に
「
建
設
山
口
の

組
合
員
」
と
言
わ
れ
る
と

ド
リ
ン
ク
一
杯
サ
ー
ビ
ス

と
な
り
ま
す
。

「
建
設
山
口
組
合
員
」
で
サ
ー
ビ
ス
も


